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1. プレプリントとプレプリントサーバー
　プレプリントとは、主に査読付きジャーナルに投
稿する前の草稿原稿のことを指し、プレプリントを
研究者仲間に事前に共有して意見を求めることは従
来より分野を問わず広く行われる情報共有活動であ
る1）。そして、プレプリントは査読済みでも、出版さ
れたものでもないという位置づけである。1990 年代
に入ってWebが登場すると、このプレプリントを
掲載して誰でも読めるようにするプレプリントサー
バーが登場し、新しい知見の迅速な共有とより多く
のフィードバックを得ることができるようになった
（図表１、図表２）。
　当初、プレプリントサーバー上のプレプリントは査
読付きジャーナルの論文を置き換えるものではなく、
独立したものとして、別途研究者は査読付きジャー
ナルに投稿することが多かったが、2010年代になっ
て、プレプリントサーバーの位置づけが変わる兆しが
見えている２）。本稿では、2020年を前に一部の分野

にて限定的に利用されていたプレプリントサーバー
が、化学、医学系等これまで保守的だった分野にも登
場したことを踏まえ、プレプリントサーバーのプレプ
リントと、査読付きジャーナルから出版された論文の
関係を整理して考察する（図表 1）。一方で、研究成
果公開メディアとして書籍（モノグラフ等）、国際会
議の予稿（プロシーディングス等）が主流となる分野
もあるが、議論を明瞭にするために、本稿では研究論
文と査読付きジャーナルを中心とした学術情報流通
について議論する。

2. 物理学から、生物学、化学、医学へ浸透
し始めたプレプリントサーバー

　これまでの主なプレプリントサーバーの概要をま
とめたものを図表 3に示す。高エネルギー物理分野
では 1991年からプレプリントをWebプレプリン
トサーバー上で広く公開し始め、社会科学では長い査
読期間への対応としてプレプリントサーバーでの公

【 概　要 】
　1990年代初頭に物理系で始まった論文の草稿（プレプリント）を掲載するプレプリントサーバーは、2010
年代になって、幅広い分野で浸透し始め、最近では、保守的とされた化学、医学系でもプレプリントサーバー
が立ち上がった。後発分野のプレプリントには、研究者コミュニティに論文を知らしめて先取権を確保する役
割に加えて、査読付きジャーナルに投稿する前や同時に広く共有して社会インパクトを含めてその価値を様々
に問う意味合いが強まっている。また、査読前の事前チェックの役割を果たすなど、論文のベータバージョン
とも言える役割に変容しつつあり、ChemRxiv では学協会がその運用費用を負担するなど、事業的にも、より
確実な運営が始まっている。あるいは、査読が終了していないプレプリントサーバーの論文が速報として対外
的に評価される例も出始めた。プレプリントが研究成果公開メディアとしてより重要に扱われ、研究成果公開
の作法とその受け止め方が変わる兆しが見えており、学術ジャーナルと査読の在り方が改めて問われることに
なる。
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開が 1993年から始まっている。2000年代までは、
これら一部の分野と数学、経済、統計など、その近
縁の分野への拡張に限られていたプレプリントサー
バーの利用は、2013年に生物系 BioRxiv が立ち上が
ると一気にその利用が進んで掲載数が増大し、また、
COS（Center for Open Science）が社会科学、工
学、心理学、農学を始めとする多分野への展開を推し
進めた3）（図表 4）。
　化学系では、2000年に商業出版社が化学系プレ

プリントサーバーを立ち上げて頓挫した4）が、2017
年に米国、英国、ドイツの化学会がChemRxiv の運
営を開始した5）。さらに、医学系でも、2019年 6月
にMedRxiv が運用開始となった6）。従来医学系では、
1969年に制定されたインゲルフィンガールールに
基づき、原稿の内容が既にジャーナル等に投稿されて
いたり、どこか別の場所で報告されていたりした場合
は、原稿の受け取りを拒否する、というジャーナル運
用が続けられていたために、プレプリントサーバーへ

図表 1　査読付きジャーナルとプレプリントサーバーの活用

図表 2　出版プロセスにおけるプレプリントと公開の位置づけ
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図表 3　主なプレプリントサーバーの概要

図表 4　プレプリントサーバーの月間登録数

出典：http://www.prepubmed.org/monthly_stats/
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図表 5　arXiv からみた ChemRxiv の立ち上げ方の違い

* arXiv は立ち上げから順次改善を加え、剽
ひょう

窃
せつ

チェックや学協会との連携等を行っている

の搭載を事実上認めていなかったが、その方針が変化
している。このようにして、主要分野のほとんどに幅
広くプレプリントサーバーが利用され始めた。

3. プレプリントサーバーのメリットと課題
　プレプリントサーバーによるプレプリント公開の
メリットは第一に研究の先取権について一定の主張
ができることにある。一番目に価値を発見したことを
アピールできることは研究者にとって非常に重要な
要素であり、査読を待つことなく、誰でも読めるオー
プンアクセスの形式でタイムスタンプ付きで第 3者
のサーバーに論文を掲載することで、その先取権を主
張できる。
　次に、幅広い意見を伺う機会が確保できる。現在の
査読付きジャーナルの課題である、査読や出版に時
間がかかって公開までに時間がかかることや、必ず
しも適切な査読者が担当するとは限らないことなど、
現行のピアレビューの問題や限界を補完する格好と
なっている。特に、査読の結果として、科学としての
妥当性はありながらも新規性、速報性などから却下と
なる論文も、プレプリントサーバーで共有することが
でき、出版バイアスの一部である、査読者や出版社が
良いと判断した結果しか公開されないというバイア
スをある程度軽減することができる。さらに、現在で
は、AI など機械が活用できるという点がより重要に
なっており、オープンであるプレプリントによって、
先のバイアスの少ない情報がAI によって処理できる

ことも重要である。
　一方、課題としては、第一にぜい弱なビジネスモ
デルがある。例えば、嚆矢である arXiv では、個人の
活動から組織的活動に転換し、助成団体から多額の
支援を得ながら、利用の多い大学等の上位 200機関
を対象に、費用負担を求めるビジネスモデルを取っ
ており、利用の多寡に応じて負担額を変えているが、
その分担金の調整や収集に苦労している7）。1993年
に始まった SSRNも同様の事業継続性の問題を抱え
ていたが、結果的に商業出版社に買収されることで
その問題を解決した格好となった8）。なお、この問題
は 2010年代に立ち上がったプレプリントサーバー
でも同様である9）。
　他にも、プレプリントサーバーに載った論文を横取
りして査読付きジャーナルに投稿してしまうスクー
プ問題や、プレプリントサーバーにだけ登録された原
稿の質の保証はどうするのかなど課題も挙げられて
いる10）。

4. ChemRxiv にみるプレプリントサーバー
の変容

　2010年代後半に創設されたプレプリントサー
バーは、先行したプレプリントサーバーが持つ課題
に対応し、また、査読付きジャーナルが持つ問題を
補完する、あるいは査読付きジャーナルへの展開を
効率よく行うための工夫がなされている。例として
ChemRxiv と arXiv の立ち上げ方を比較すると、図
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表 5に示すように、査読付き論文への受渡し（ダイ
レクトトランスファー）、編集事務局チェックの高度
化、学協会運営による事業継続性の確保などの特徴を
持つ。
　これらの特徴は、もともとジャーナルとは独立して
運営されていたプレプリントサーバーの位置づけや
運営が変容していることを表していると言え、同様に
ジャーナル運営にも影響を与え始めたと言える。

5. プレプリントファーストへの変容と、成
果公開メディアの今後の可能性

　プレプリントサーバーの進展と変容はプレプリ
ント自身の位置づけも変えている。特に査読付き
ジャーナルの論文に固有の識別子（DOI）を付与して
いたCrossref が、2016 年にプレプリントサーバー
上のプレプリントにもDOI を付与できるようにし
た11）。DOI が付与されることは、その存在が世界の
中で一意に固定され、また、プレプリントの存在場
所が誰でも分かることになる。飽くまで身内で公開
するような草稿段階であったプレプリントが、学術
論文出版のライフサイクルの中における研究成果公
開メディアとしてより公式の位置づけを確保しうる

ものになる。これを論文のいわばβ版のようにみな
すのかどうかは、分野ごとに判断が問われている12）。
いずれにせよ、先に述べた即時公開による先取権の
確保という研究者にとって最も重要なメリットを考
えると、まずはプレプリントを投稿する“プレプリン
トファースト”と呼ぶ時代が早かれ遅かれやってく
る可能性がある（図表 6）。
　むしろ、プレプリントをより積極的に研究成果
公開メディアとして認めようという動きもある。
F1000Research を 中 心 と し たOpen Research 
Central13）では、プレプリントに当たる原稿をむし
ろ正式な Publishing として一旦認め、ピアレビュー
を後で行うことを推進しており、このモデルで先に
述べた出版バイアスの軽減も可能であることを訴え
ている。
　このように、出版プロセスの上位工程にプレプリン
トがより明示的に位置づけられるようになり、その結
果として、学協会や商業出版社などジャーナルを運営
する組織がプレプリントの運営に積極的に参加して、
先に草稿を囲い込むようになったと見ることも可能
である。あるいは、もし、すべての研究者が“プレプ
リントファースト”を行えば、横取りのスクープ問題
も構造的に発生しない。

図表 6　プレプリントサーバーの進展・変容と査読付きジャーナルの関係
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　プレプリントサーバーの登場と進展によるプレプ
リントの変容は、研究成果公開の在り方を着実に変え
つつある。論文と査読付きジャーナルの位置づけも変
容し、特に査読という、その学界コミュニティの見識
によるフィルターという機能の重要性が再認識され
るとともにその在り方が改めて問われていることに
なる。例えば、高エネルギー物理のように、著者と読
者の重なりが大きい分野では、読者自身で論文の中身
を判断しやすいのでプレプリントの共有が有効であ
るが、化学・医学など、著者に対して読者が圧倒的に
多い分野や、産業への影響が大きいトピックにおいて
は、その内容の信頼性が担保されていることが重要で
ある。したがって、プレプリントの共有だけでは不十
分となって、査読を含めて研究成果の信頼性を担保す
るメディアの役割がこれまで以上に大きくなりうる。
　プレプリントによる成果公開をどのように評価す

るかもこれからの大きな課題であり、変化の兆しが
見え始めている。例えば、Science 誌が選ぶ 2019
年の 10大発見の中にまだ査読が通っていないプレ
プリントの成果が挙げられた14）。また、中国武漢で
起きた新型コロナウイルスの感染拡大に関するプレ
プリントが大きなインパクトを与え、査読前のその
内容について専門家を含めた論議を呼んでいる15）。
オープンサイエンスが浸透し、学術出版サイクルの
中のプレプリントの扱いが、医学を含む幅広い分野
で変わる中、人事採用を含む研究評価において、プ
レプリントの公開を研究成果としてどのように取り
扱うかが今後の鍵である。引き続き分野などの属性
の違いを考慮しながら、プレプリント共有の文化が、
世代交代を含む時間をかけて判断され、受け入れら
れていくことになろう。
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